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Diameter of spheres Number of spheres Porosity 
SystemA 4.76 mm (1/4 inches) 19000 42% 
SystemB 4.76 mm (114 inches) 5000 43% 
6.35 mm (3/16 inches) 5000 
System C [η 6.35 mm (3/16 inches) 8000 42% 
表 1:衝撃実験に用いた3種類の粒子群。
を種々の速度(1""'20 m/ s)および角度 (0"-'650:垂直衝突が角度00 )で衝突させた。そのときの
挙動を2台の高速度ビデオカメラ (Redlake:MotionScope 1000SおよびPCI2000S)により、側
面および上方から、毎秒 500コマ、シャッタースピード1/1000秒で撮影した。考察に用いた粒子









































否かは、速度によらず角度のみに依存し、 SystemAでは 0'"'500 の広い範囲で貫入し、 3種類の
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図 3:衝突後の飛朔体の挙動。
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